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■三重県独自の５年後の達成目標と整備事例

　　｢防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」が令和３年度からスタートしました。
この「５か年加速化対策」の実施に際して、国では、全国的な「５年後の達成目標」を対策ごとに
定め、計画的に推進することとしています。 三重県としても県独自の「５年後の達成目標」を策
定し、県土整備部が管理する道路、河川等の施設への主な対策（18対策）及び対策完了時期＜
試算＞を明記しています。 引き続き、県民の皆様のご理解とご協力を得ながら、災害に負けな
い強靱な県土づくりを加速します。

～強靱な県土づくりの強力な推進～

取組の詳細はコチラ！！
https://www.pref.mie.lg.jp/KEIMACHI/HP/000125281_00002.htm

※：令和元年度調査時の要保全施設数

砂防堰堤等による避難所・
要配慮者利用施設の保全

５年後の達成目標

現状：令和３年３月現在の保全施設数（304施設）

現状
36％

５年後
（令和７年度）

約40％
５年後

（令和７年度）

約40％

要保全
843施設

843施設

304施設
（うち 3か年で
4施設保全）

約340施設

３か年緊急対策で４施設保全

※

施設カバー率

令和3年度実績
（37％）
令和4年度実績
（37％）
令和5年度見込み
（38％）

流域 砂防堰堤及び擁壁により人家や避難所等を保全流域 砂防堰堤及び擁壁により人家や避難所等を保全
◇宮川水系止山東谷、蓮華寺地区（度会町） ５か年加速化対策

度会小学校

砂防堰堤

度会小学校

対策後対策前

河川堆積土砂の撤去

要撤去
約310万㎥

現状：令和３年３月現在の撤去土量（約24万㎥）

現状

※：平成30年度末現在の蓄積量

８％

５年後の達成目標

約310万㎥
約24万㎥

約110万㎥

※

令和３年度実績
（12％）

完了率

令和４年度実績
（20％）

令和５年度見込み
（28％）

流域 河川堆積土砂の撤去により洪水発生リスクを軽減流域 河川堆積土砂の撤去により洪水発生リスクを軽減
◇二級水系三滝川水系 三滝川（菰野町）

対策後対策前

５年後
（令和７年度）

約40％
５年後

（令和７年度）

約40％

要対策
149箇所

現状
13％

５年後の達成目標

現状：令和３年３月現在の対策完了箇所数（19箇所）

19箇所

約60箇所

149箇所

検結果による要対策箇所に点検以降判明した要
対策箇所を加えた箇所数

３か年緊急対策で１９箇所実施
※：平成30年度に実施した重要インフラの緊急点

令和４年度
実績（21％）

※

令和３年度実績
（17％）

完了率

令和５年度
見込み（25％）

法面・盛土の土砂災害防止対策 道路 法枠工及びアンカー工により通行止めリスクを軽減
◇一般国道２６０号 （南伊勢町） ５か年加速化対策

アンカー

対策後対策前

５年後
（令和７年度）

約40％
５年後

（令和７年度）

約40％

舗装修繕（緊急輸送道路）
５年後の達成目標

現状
―

要対策
約57km

現状：本対策は５か年加速化対策で新たに講じるものである

約40km

約57km

断された道路の延長

令和３年度
実績

ため「－」としている。
※：令和２年度調査において舗装の打ち換えが必要と判

令和４年度
実績（31％）

※ （26％）

完了率

令和５年度
見込み（44％）

道路 舗装修繕により安全・安心な走行を確保道路 舗装修繕により安全・安心な走行を確保
◇主要地方道神戸長沢線 （鈴鹿市） ５か年加速化対策

対策後対策前
５年後

（令和７年度）

約70％
５年後

（令和７年度）

約70％


